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い
の
ち
の
海
と
サ
ン
ゴ
礁
を
守
れ

辺
野
古
新
基
地
建
設
に
反
対
す
る

N
G

O
緊
急
共
同
声
明

2
0

1
5

/0
3

/2
5

共
同
声
明

2
0

1
5
年

3
月

2
5
日

日
本
政
府
は
沖
縄
の
民
意
に
耳
を
傾
け
、
作
業
の
中
止
を

辺
野
古
・
大
浦
湾
に
広
が
る
長
い
年
月
を
か
け
て
形
成
さ
れ
た
美
し
い
サ
ン
ゴ
礁
と
青
い
海
。
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
林
、
干
潟
、
海
草
藻
場
、
砂
場
、
泥
場
、
サ
ン
ゴ
礁
が
連
続
し
、
や
ん
ば
る
の
森
か
ら
流

れ
込
む
河
川
に
よ
り
、
豊
か
な
海
洋
生
態
系
が
作
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
発
見
さ
れ
た
規
模
の
大
き
な
ア
オ
サ
ン
ゴ
群
集
や
、
日
本
で
は
絶
滅
の
お
そ
れ
が
最
も
高
い
哺

乳
類
で
あ
る
ジ
ュ
ゴ
ン
（
環
境
省
、
絶
滅
危
惧

IA
類
）
が
生
息
す
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
生
物
多
様
性

に
豊
む
沿
岸
域
で
す
。

沖
縄
県
の
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
指
針
で
は
、
辺
野
古
･大
浦
湾
海
域
は
、
評
価
ラ
ン
ク

Iの
「
自
然
環
境
の
厳
正
な
保
護
を
図
る
区
域
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
省
の
「
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
湿
地
潜
在
候
補
地
」
の
ひ
と
つ
に
選
定
さ
れ
、
「
生
物
多
様
性
保
全
を
す
る
う
え
で
重
要
度
の

高
い
海
域
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
地
域
は
、
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
、
絶
滅
危
惧
種

2
6

2
種
を
含
む

5
,3

0
0
種
以
上

の
海
洋
生
物
の
生
息
地
で
も
あ
り
ま
す
。

い
ま
こ
の
豊
か
な
海
を
破
壊
し
、
辺
野
古
の
新
基
地
建
設
が
強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
名
護
市
長
選
、
名
護
市
議
選
、
沖
縄
県
知
事
選
、
衆
議
院
選
で
は
、
新
基
地
建
設
反
対
を
唱

え
た
候
補
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
沖
縄
の
方
々
の
「
辺
野
古
に
新
基
地
は
要
ら
な
い
」
と
い
う
意
思

は
、
選
挙
に
よ
っ
て
明
確
に
示
さ
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
安
倍
総
理
大
臣
は
、
新
基
地
反
対
を
唱
え
、
沖
縄
の
民
意
を
背
負
っ
て
当
選
し
た
翁
長
沖

縄
県
知
事
に
会
お
う
と
も
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
民
主
主
義
を
標
榜
す
る
一
国
の
首
相
の
態
度
と
し
て

到
底
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
知
事
は
作
業
の
一
時
中
止
を
求
め
て
い
る
の
に
、

ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
に
は
日
本
の
米
軍
専
用
基
地
の

7
4
パ
ー
セ
ン
ト
が
集
中
し
、
沖
縄
島
は
そ
の
面
積
の

1
8
パ
ー

セ
ン
ト
が
米
軍
基
地
で
占
有
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
沖
縄
に
お
け
る
状
況
は
、
日
本
国
憲
法

が
保
障
す
る
住
民
の
権
利
を
無
視
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
環
境
、
人
権
、
平
和
が
尊
重
さ
れ
て
い
な
い
な
か
、
再
び
民
意
を
無
視
す
る
形
で
新
基

地
建
設
が
進
む
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
す
。

い
ま
、
辺
野
古
の
海
で
は
、
「
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
」
が

3
月

1
2
日
に
再
開
さ
れ
、
政
府
は

8
月
に
は
本

体
の
埋
立
工
事
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
海
底
に
投
下
さ
れ
、

サ
ン
ゴ
や
海
草
等
を
押
し
つ
ぶ
し
、
豊
か
な
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
に
影
響
を
与
え
て
い
る
状
況
が
観
察

さ
れ
て
い
ま
す
。



ま
た
、
調
査
の
た
め
に
必
要
だ
と
称
し
て
、
幅
最
大

2
5

m
、
長
さ

3
0

0
m
の
巨
大
な
「
仮
設
岸
壁
」
を

建
設
す
る
作
業
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
昨
年

9
月
以
来
、
ジ
ュ
ゴ
ン
が
餌
場
と
し

て
利
用
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

現
地
の
辺
野
古
で
は
、
沖
縄
各
地
か
ら
、
日
本
各
地
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
一
般
の
市
民
た
ち
が
辺
野

古
の
海
を
守
る
た
め
に
集
ま
り
、
あ
る
い
は
海
で
、
あ
る
い
は
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
の
ゲ
ー
ト
前

で
体
を
張
っ
て
抗
議
行
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
辺
野
古
・
大
浦
湾
の
か
け
が
え
の
な
い
生
物
多
様
性
を
守
る
た
め
、
ま
た
沖
縄
で
示
さ

れ
た
民
意
を
踏
ま
え
、
沖
縄
県
名
護
市
の
辺
野
古
新
基
地
に
強
く
反
対
す
る
と
と
も
に
、
日
米
両
政

府
に
対
し
て
、
新
基
地
建
設
計
画
に
伴
う
作
業
の
中
止
を
求
め
ま
す
。
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中
国
電
力
の
上
関
原
発
建
設
工
事
の
強
行
に
強
く
抗
議
し
、
原
発
計
画
の
中
止
を
求
め
る
声
明

2
0

1
0

/1
0

/2
2

声
明

2
0

1
0
年

1
0
月

2
2
日

中
国
電
力
は
、
山
口
県
上
関
町
で
の
原
子
力
発
電
所
建
設
の
た
め
に
、
自
然
豊
か
な
長
島
の
田
浦
海

岸
の
埋
立
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
長
島
や
祝
島
周
辺
の
海
域
は
、
瀬
戸
内
海
原
風
景
を
残

し
、
多
く
の
野
生
生
物
が
生
息
し
、
持
続
的
な
漁
業
が
営
ま
れ
て
い
る
生
物
多
様
性
の
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

現
在
、
名
古
屋
で
、
第

1
0
回
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議
（

C
B

D
/C

O
P

1
0
）
が
開
催
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
住
民
や
環
境
団
体
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
埋
立
工
事
を
強
行
し
よ
う
と
す

る
中
国
電
力
の
姿
勢
は
、
地
球
の
生
物
多
様
性
を
守
り
持
続
的
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
国
際
条
約
を

踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
、
反
社
会
的
な
行
為
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

中
国
電
力
が
行
っ
た
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（

2
0

0
1
年
～
）
と
そ
の
後
の
調
査
は
、
こ
の
豊
か
な
海
域

へ
の
影
響
を
十
分
な
科
学
性
を
持
っ
て
調
査
、
予
測
、
評
価
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
、
日
本
生
態
学
会
、
日
本
鳥
学
会
、
日
本
ベ
ン
ト
ス
学
会
な
ど
か
ら
、
ア
セ
ス
に
関
す
る
強
い
批

判
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
謙
虚
に
見
直
し
、
科
学
的
か
つ
適
正
な
方
法
で
、
再
度
実
施
す
る
べ

き
で
す
。

特
に
、
ス
ナ
メ
リ
（
準
絶
滅
危
惧
種
、
日
本
哺
乳
類
学
会

1
9

9
7
）
に
と
っ
て
は
、
瀬
戸
内
海
に
残
さ

れ
た
唯
一
の
繁
殖
地
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
（
絶

滅
危
惧

2
類
、
環
境
省

2
0

0
6
）
の
繁
殖
可
能
性
が
高
く
、
ハ
ヤ
ブ
サ
（
絶
滅
危
惧

2
類
、
環
境
省

2
0

0
6
）
の
繁
殖
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
希
少
種
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
底
生
生
物
や
陸
産
貝
類
の
中
に
は
未
知
の
種
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
生
物
多
様
性
に
富
む
地
域
、
海
域
は
、
「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
種
の
保
存

に
関
す
る
法
律
」
や
「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
」
の
趣
旨
か
ら
し
て
も
十
分
に
保
全
さ
れ

る
べ
き
で
す
。

瀬
戸
内
海
で
は
、
現
在
も
埋
立
等
に
よ
る
環
境
悪
化
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
長
島
、
祝
島
周

辺
の
海
域
は
、
今
な
お
、
豊
か
な
海
域
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
漁
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、

生
物
多
様
性
条
約
が
目
指
す
生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用
が
、
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て

実
践
さ
れ
て
き
た
地
域
で
あ
り
、
原
発
建
設
の
た
め
に
破
壊
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

原
発
は
、
建
設
に
よ
る
海
域
や
陸
域
の
地
形
改
変
、
運
転
時
の
有
毒
な
温
排
水
の
拡
散
、
放
射
性
物

質
の
蓄
積
、
事
故
発
生
時
の
深
刻
な
環
境
汚
染
な
ど
、
生
物
多
様
性
に
与
え
る
ダ
メ
ー
ジ
が
極
め
て

大
き
い
も
の
で
す
。
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
に
は
未
解
決
な
問
題
も
多
く
、
わ
ず
か
数
十
年
で
老
朽

化
し
、
私
た
ち
が
目
指
す
持
続
可
能
な
社
会
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
地
域
住
民
や
環
境
団
体
の
意
見
に
耳
を
貸
さ
ず
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
と
生
物
多
様

性
、
豊
か
な
漁
場
を
破
壊
す
る
中
国
電
力
に
対
し
て
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
埋
立
工
事
の
中
止

と
原
子
力
発
電
所
建
設
計
画
の
中
止
を
求
め
ま
す
。

以
上
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の
あ
り
方
検
討
会
」
（
第

1回
）
議
事
要
旨

赤
線
は
山
下
事
務
所



2024年
4月

11日
参
議
院
環
境
委
員
会

日
本
共
産
党

山
下
芳
生

出
典

東
京
都
港
区
（
2016）

生
物
多
様
性
緑
化
ガ
イ
ド
, 
「
６

生
物
多
様

性
を
取
り
入
れ
た
緑
化
計
画
を
立
案
す
る
」
よ
り
抜
粋

赤
線
は
山
下
事
務
所

資
料
６



2024年
4月

11日
参
議
院
環
境
委
員
会

日
本
共
産
党

山
下
芳
生

出
典

東
京
都
港
区
（

2016）
, 生

物
多
様
性
緑
化
ガ
イ
ド

, 「
６

生
物
多
様
性

を
取
り
入
れ
た
緑
化
計
画
を
立
案
す
る
」
よ
り
抜
粋

赤
線
は
山
下
事
務
所



2024年
4月

11日
参
議
院
環
境
委
員
会

日
本
共
産
党

山
下
芳
生

出
典

大
阪
か
ら
公
害
を
な
く
す
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

資
料
７



2024年
4月

11日
参
議
院
環
境
委
員
会

日
本
共
産
党

山
下
芳
生

出
典

20
24年

3月
東
急
不
動
産

北
海
道
石
狩
厚

田
地
区
で
の
陸
上
風
力
発
電
事
業
に
お
け
る
地
域
共
生
の
取
り
組
み
方
針
の
ご
紹
介
資
料

『
地
域
共
生
型
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
』
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
同
時
実
現

よ
り
抜
粋

赤
線
は
山
下
事
務
所

資
料
８



2024年4月11日 参議院環境委員会 日本共産党 山下芳生
出典 FSC応援プロジェクトホームページ（10の原則と70の基準 引用：FSCジャパン）より 資料９
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